
凡例：○＝履修が必要な科目　×＝履修免除となる科目

1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号 2号

1.5 ×

2 ×

4 ×

2.5 ×

3 ×

11 ×

8 補講

10 ×

8 補講

5回以上 ○（選択項目）

5回以上 ○（選択項目）

5回以上 ○（選択項目）

5回以上 ○（選択項目）

5回以上 ○（選択項目）

5回以上 ○（選択項目）

1回以上 ○（選択項目）

10回以上 (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ ○（選択項目）

20回以上 (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ ○（選択項目）

20回以上 (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ ○（選択項目）

20回以上 (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ ○（選択項目）

20回以上 (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ ○（選択項目）

20回以上 (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ (注)○ ○（選択項目）

介護福祉士等研修修了者①（実務者研修）　・・実務者研修の医療的ケア（50時間）を通信課程で受講した方
介護福祉士等研修修了者②（実務者研修）　・・実務者研修の医療的ケア（50時間）の科目７「高齢者及び障害児・者の喀痰吸引手順解説」、者の経管栄養実施
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　科目９「高齢者及び障害児・手順解説」をともに含む科目をスクリーニングで受講した方
特養14時間研修修了者　・・特別養護老人ホームにおける14時間研修を終了し、経過措置として一定の条件の下に喀痰吸引を行っていた方
(注)　実地研修　・・第2号研修の実地研修の項目は、5項目の内任意の項目を1項目以上履修する
(※)履修科目免除対象者で「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（半固形型）」を希望する受講者は受講する必要があります
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○

○

×

×

×

×

×

×

○

×

×

補講

×

補講

×

×

×

×

×○

○ ○
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○（選択項目）

○（選択項目）

○（選択項目）

○（選択項目）

６　高齢者及び障害児・者の喀痰吸引概論

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型のみ）

経鼻経管栄養

基本研修

講義

演習

実地研修

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（半固形型）(※）

経鼻経管栄養

救急蘇生法

口腔内の喀痰吸引

鼻腔内の喀痰吸引

気管カニューレ内部の喀痰吸引

７　高齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施手順解説

８　高齢者及び障害児・者の経管栄養概論

９　高齢者及び障害児・者の経管栄養実施手順解説（※）

１　人間と社会

２　保険医療制度とチーム医療

３　安全な療養生活

４　清潔保持と感染予防

５　健康状態の把握

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型）

鼻腔内の喀痰吸引

気管カニューレ内部の喀痰吸引

社会福祉法人仁成福祉協会　喀痰吸引等研修　免除科目一覧

特養14時間
研修修了者

喀痰吸引等研修

基本研修

修了者 ①通信 ②通学

修了者

介護福祉士・実務者研修

研修区分 科目又は行為
時間数
又は

実施回数 1号 2号

口腔内の喀痰吸引

× ×

× ×

× ×

× ×

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養

○（選択項目）

○（選択項目）

○（選択項目） ×

○ ○ ○ ○

○（選択項目） ○（選択項目）

× ×


